
こんにちは！白木です。 

いつもありがとうございます！ 

 

２０１７年がスタートしました。 

今年もよろしくお願いします！ 

 

皆さんは、今年をどんな１年にしたいですか？ 

 

酉年は、１２支の中でも縁起の良い年と言われる

そうですし、酉の字は果実の「実り」を表してい

るそうです。 

 

この２０１７年は、お互いに酉の特徴のような

『実りある１年』にしたいものですね！ 

 

私たちが、皆さまに提供することができる実り…

それは『健康』だと考えています。 

 

美味しいものが美味しく食べられること。 

 

 

 

 

 

１日の中で、最も多くだ液が分泌されるのが食事

の時。食べる時に、だ液はどのような働きをして

いるのでしょうか。 

 

◆ 消化を助けます 

 

だ液には、だ液アミラーゼという物質が含まれて

おり、咀嚼（そしゃく）された食べ物のデンプン

を分解し、体内に吸収しやすい状態を作ります。 

 

◆ 味覚のしくみ 

 

食べ物の味は、まずだ液中に溶け出し、それを舌

の味蕾（みらい）が感知することによって初めて

味の情報が脳へ伝わるのです。 

 

だ液の分泌が少なくなってしまうと、食べている

のに味が分からない状態になってしまいます。 

食事は人生の大きな楽しみのひとつですし、私た

ちがより豊かな人生を過ごすために欠かすこと

のできない大切なことです。 

 

何でも不自由なく食べるためには、２０本以上の

歯が必要です！（８０歳まで自分の歯を２０本以

上保つ８０２０運動の由来となっています） 

 

歯とお口の健康を守りつづけていくことができ

るように、今年も精一杯お手伝い致します！ 

 

しらき歯科クリニックのＬＩＮＥ＠ 

お友だち募集中です♪ 

 

ＬＩＮＥを起動して、メニューの「友だち追加」

で「ＩＤ検索」を選択⇒「@shiraki-dent」と

入力して検索すると、友だち追加できます。 

 

お友だち登録をお待ちしています♪ 

 

 

 

 

 

◆ 飲み込み易くします 

 

食べ物は、お口の中で咀嚼されながら、だ液と混

ざり食べ物の表面が柔らかくなって、楽に飲み込

めるようになります。 

 

◆ だ液はだんだん減る！？ 

 

いつも口の中にあるだ液ですが、分泌量は加齢と

ともに減少してしまいます。なぜなら、年齢とと

もにだ液腺細胞が減少するからです。 

 

他にも一部の抗うつ剤などの薬剤や、ストレス、

更年期障害などで、だ液が減ることがあります。 

 

だ液は消化の手助け、食べ物を飲み込み易くする、

味を感じるなど、食事のためになくてはならない

存在です！だ液の分泌を心がけましょう！ 

知っておきたい歯とお口の基礎知識 Ｖｏｌ．７４ 

だ液のお話（４） 

しらき歯科クリニック 
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